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　今回の特集はDISHでした．僕自身も大昔になりますが，嚥下
障害の患者さんの画像を見て衝撃を受け，そして興味が湧いた
ことを思い出しました．X 線と CT もさることながら，MRI を
見ると，確かにResnickらのいうように椎間板が健在な印象で，
しかも，ニョロニョロと一緒に前まで出てきているのは一体な
んなんだろうかと疑問をもちました．
　しかし，転倒などに伴う骨折や脊椎全体の可動性が問題とな
りがちな腰椎部の DISH での加療の難しさなど，脊椎の障害を
きたした場合は，なにかと厄介なことが多いものだと最近感じ
ておりました．考えてみれば，本疾患に対する術後の長期成績
（骨化病巣の消長）も不明ですし，この特集を企画した徳橋先生
の目のつけどころに感嘆しております．
　一方で，疫学でも述べられているように，subclinical には高齢
社会では必発の現象のようにも感じました．もはや「有病率」と
称していいものなのか？　すらわかりません．なにより種々の疾
患とのオーバーラップもありそうで，この疾患の entity がどの
ように変化していくのか？　など知りたいことがたくさんあり
そうです．
　そして，本疾患が加齢を基盤に，種々の全身的な因子との関
わりがあることもわかってきたわけですが，「Nomade」で坂浦
先生が述べておられることが誠にタイムリーでした．「木を見て
森を見ず」ではありませんが，われわれは，本疾患も含めてもっ
と患者さんを広い視野から診る，つまり加齢現象も含めた全身
から見た脊椎脊髄病の検討が進んでいくことが重要なんだな…
とあらためて思いました．今後の発展を期待しております．

（谷　　諭）

©
M

IW
A

-S
H

O
TE

N
 L

td
, 2

01
9

2026/09/16 08:48:00


